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国⽴⼤学法⼈ 弘前⼤学 
⼀般社団法⼈ ⽇本外科学会 

国内初、手術支援ロボットによる遠隔手術の臨床応用を開始 

〜離れた場所から専⾨医が⼿術を⽀援、地域医療の新たな⼀歩 〜 
 

国⽴⼤学法⼈弘前⼤学（以下、弘前⼤学）は、⼿術⽀援ロボットを使い、離れた場所にいる医師
が⼿術を⽀援する「遠隔⼿術」の臨床応⽤を国内で初めて開始しました。 
この取り組みは、⼀般社団法⼈⽇本外科学会（以下、⽇本外科学会）が進めてきた「⼿術⽀援ロ
ボットを⽤いた遠隔⼿術の実現に向けた実証研究」の成果を、実際の患者さんの治療につなげる
ものです。「遠隔⼿術ガイドライン第 2 版」に沿い、安全性を最優先に特定臨床研究として実施
しています。 
2026 年 8 ⽉に第 1 例⽬を実施し、これまでに 5 例の遠隔⼿術を安全に実施しました。 
 取り組みの概要 

弘前⼤学医学部附属病院とつがる⻄北五広域連合つがる総合病院（⻘森県五所川原市）を NTT 東
⽇本株式会社の商⽤光回線（企業向け WAN（広域ネットワーク）サービス「Interconnected 
WAN」）で接続します。⼿術⽀援ロボット「hinotoriTM サージカルロボットシステム」を⽤いた⼿
術の適応となる消化器がんの患者さんを対象に、離れた場所にいる医師が通信回線を介して⼿術
を⽀援し、その安全性を評価します。 
本研究は、弘前⼤学総合臨床研究審査委員会の承認を受け、臨床研究等提出・公開システムに登
録しています（jRCTs022240038）。 
 背景と意義 

⽇本では、外科医の不⾜に加え、⾼度な⼿術を担う専⾨医が都市部などに偏在していることが課
題となっています。 
遠隔⼿術が実⽤化されれば、通信ネットワークを通じて経験豊かな指導医が地域の外科医を遠隔
から⽀援することが可能になります。これにより、患者さんが住み慣れた地域で専⾨性の⾼い外
科医療を受けられる可能性が広がるとともに、地域で働く外科医への⼿術⽀援や教育にも役⽴つ
ことが期待されます。 
今回の臨床研究は、令和 2〜6 年度に⽇本医療研究開発機構（AMED）の事業として、⽇本外科学
会が進めてきた実証研究の成果を基盤としています。これまでの研究では、通信の遅延や安定
性、安全なロボット操作、緊急時への対応など、遠隔⼿術を安全に⾏うために必要なさまざまな
検証が⾏われてきました。その成果を踏まえて策定された「遠隔⼿術ガイドライン第 2 版」に沿
って、今回、実際の患者さんを対象とした臨床研究へと進みました。 
遠隔⼿術は、外科医不⾜や専⾨医の地域偏在といった我が国の課題を解決する新たな⼿段として
期待されています。さらに将来は、⽇本の⾼い⼿術技術や優れた医療機器を、⼗分な外科医療を
受けることが難しい海外の国や地域に届けるなど、国際医療への貢献も期待されます。 
本研究を通じて遠隔⼿術の安全性と有⽤性を検証し、社会実装に向けた取り組みを進めること
で、「どこに住んでいても、質の⾼い外科医療を受けられる」医療の実現をめざします。 
 

 



 
 

 なお、本取り組みについて下記のとおり記者会見を行います。 

【日時・場所】 

日時：令和８年１０月１４日（水）１１：４５～１３：００ 

場所：弘前大学医学部附属病院外来診療棟５階 大会議室 

会見者： 国立大学法人弘前大学 学長 福田 眞作 

     一般社団法人日本外科学会 理事長 武冨 紹信 

     （北海道大学大学院医学研究科消化器外科学分野Ⅰ 教授） 

 東海大学 学長補佐 森  正樹 

 （日本外科学会 元理事長・遠隔手術実施推進委員会委員長）       

 弘前大学 特任教授 袴田 健一 

 （国立病院機構弘前総合医療センター院長・遠隔手術実施推進委員会副委員長） 

 

【情報解禁日時】 なし 

 

【会見来場に関するお願い】来場される報道機関におかれましては、事前に弘前大学医学部 

附属病院担当者（下記参照）へご一報いただければ幸いです。 

 

報道機関からのお問い合わせ 

弘前⼤学医学部附属病院    
担当：経営企画課 ⼩⽥桐 ⾼ 
TEL：0172-39-5385 E-mail：jm5385@hirosaki-u.ac.jp 
⼀般社団法⼈⽇本外科学会 
担当：定⽅ 健輔 
TEL：03-5733-4094 E-mail：external@jssoc.or.jp 

 

 


